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――東日本大震災で被災し
た日の出地区の液状化対策工
事で、市長就任後、「復興工
事推進事務所」を開設した。
狙いは。
震災復興交付金は2015年度

末が期限。国には同交付金制度
の継続を要望しているが、市は
あくまで15年度内に工事を完
成させることを目標にしている。
それにはさまざまな問題をスピ
ーディーに解決することが必要。
現地に事務所を置いて窓口機能
を一本化、住民の相談や事業の
監理などをより円滑、迅速にで
きるようにした。県の技術者１
人を招き建設部長に任命、事務
所所長を兼務して陣頭指揮して
もらっている。ほかにも専門性
の高い市職員６人を配置した。

――３月の所信表明で広域
連携の強化により国際観光都
市を目指すことを約束した。

施策は。
まず周辺の自治体に比べて不
公平が指摘されている負の部分
を解消したい。周辺市のなかで
唯一課税している都市計画税の
廃止をできるだけ早い時期に実
現したい。住民の希望に応じて
走る乗り合いタクシー「デマン
ドタクシー」や市内循環バスな
どの交通手段の整備が遅れてい
る。上下水道の料金も割高だ。
まず周辺自治体並みにすること
から始めたい。

――行財政改革を訴えるた
め「市長給与の30％削減」
を公約通り実施する。
人口減少、高齢化社会の進展
などで市の財政環境は今後ます
ます厳しさを増す。定例市議会
に提出した市長給与30％削減
の条例改正は可決した。任期４
年で約1800万円減らすことに
なる。市長自ら範を示すことで
職員一人ひとりに意識改革を促
したい。
（聞き手は
� 水戸支局長　安池　直人）

千葉県を含む周辺自治体と連
携して観光ルートをつくり外国
人旅行者を呼び込みたい。多く
の観光客を集める「水郷潮来あ
やめまつり」（５～６月）だけ
でなく通年の魅力づくりが重要
と考える。成田空港、茨城空港
の中間の地で市内の宿泊施設は
約850室と隣接自治体に比べ
優位だ。もっと外国人旅行者に
泊まってもらい夏祭りなども楽
しんでほしい。また地方の免税
店制度も導入したい。
このほど中国・重慶市の女性
企業家らの一行が市内のホテル
に泊まりイチゴハウスや酒蔵な
どを視察した。こうしたことが
国際観光都市への飛躍へ向けた
一つのきっかけになると期待し
ている。
また近接する鹿島港は、ばら
積み貨物の拠点として重点投資
する「国際バルク戦略港湾」に
選定されている。穀物基地など
が整備され、東京から商談に来
る人も増えるはずだ。船員など
の滞在需要もつかんでいきたい。

――人口減少に歯止めをか
けるため「すみたいまち潮
来」を掲げている。具体的な
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